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東日本大震災から 2年が経過しようとしている。あまりにも甚大で広域にわ

たる被害のために復興は予想以上に遅れている。大局的な視点と綿密な計画のも

とに，復興に向けて弛まず努力し続け，適切に振り返りを行い修正していくとい

う方針が円滑に進んでいないように思える。災害直後の高揚した時期が過ぎた後

から今日までの間に現場ではどれほどの困難が存在しているのか想像することは

とてもできない。できるだけ早く復興が軌道に乗って欲しいものである。安部内

閣に頑張ってもらいたい。

本号では東日本大震災・福島第一原発事故と精神科医の役割─第 3回として

「東日本大震災以後の岩手医科大学におけるこころのケア活動について」を掲載

した。全国的なこころのケアチームの応援を受けながら岩手県災害医療支援ネッ

トワークが構築された後，岩手県こころのケアセンターの設置とその活動へと移

行が行われてきたことが分かりやすく記されている。しかしさまざまな問題が山

積しているようである。この連載は読者の皆さんに現場の声を伝える重要な企画

であると考えている。

また，本号では「SST 最近の進歩と広がり」という特集が組まれている。

SSTがわが国に紹介され本格的に導入されてから約 20年が経過した。臨床のさ

まざまな領域で利用され進歩してきているので取り上げてみた。池淵恵美氏は

「SSTの作用機序と臨床現場での効果的な実施方法」について述べているが，知

識の獲得だけでなく，実際に行動して体感することが SSTの持ち味である。う

まくいく体験をして，評価され自信をつけ，楽しい，やってみようという意欲が

高まることが重要で，「楽しい成功体験」がキーワードであるという。認知療法

や心理教育など近接した技術も一緒に使っていくことで有用性は高まっていくと

述べている。統合失調症患者で障害されている主体性，能動性を引き出していく

作業ではないかと推測される。他に「認知機能リハビリテーションと SSTの併

用による効果」，「司法領域における SSTの活用」，「教育現場における SST」，「就

労支援・企業における SSTの活用」，「気分障害のリワークや再発防止を目指す

SST」，「浦河の PST(professional skills training)の実践から」など広い領域に

さまざまな形で利用されている現状が紹介されている。非常に役立つ特集である

と考えている。

本誌は精神医学に関心を持つ読者，特に臨床の現場で活躍している読者に日常

臨床に役立つ情報を届けることを念頭に編集されているが，本号も十分期待に応

えるものと考えている。 (T.K.)
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